
これまでのNICの取り組み
2019-20シーズン

2019年12⽉、ひらふパトロールとシーズン前の打ち合わせ
「救急⾞が不要なケースでも救急⾞要請をしている…」
「救急⾞じゃなくてもいいでしょと思うけど、タクシーを待てない」
「⽩⾺や海外のスキーリゾートでは安易に救急⾞要請をしない」
「軽症なのに救急⾞を呼ばないといけないことに罪悪感を抱く」

2020年1⽉、患者送迎⾞NIC Vanを導⼊

2020年1⽉25⽇
Øオーストラリア最⼤級のスキーリゾート”Thredbo“

Øスキーパトロール Chris Hoy、看護師 Philippa Macrisと勉強会
Øオーストラリアにおけるスキーパトロールの役割
Ø外傷のマネジメント⽅法
Øパトロール〜医療機関の連携



これまでのNICの取り組み
2020-21、2021-22シーズン コロナ禍
• 流⾏初期から発熱患者を受け⼊れ
• 発熱外来の設置
• 職域ワクチン、⾃治体ワクチン接種
• 感染対策をしながらスキー場傷病者の受け⼊れ継続



• 個室が4つ
• C19、インフルエンザ、溶連菌などの迅速検査が可
• 冬季は１⽇あたり２０〜３０名の患者を診察

コロナ禍、最前線となった発熱外来



これまでのNICの取り組み
2022-23シーズン
• タクシー問題が深刻化、ひらふ渋滞問題

→軽症でもタクシー代わりに救急⾞要請！
• NIC Van要請をもらうも、⼈⼿不⾜で配⾞できなかったケース

あり
• ドライバーの⼈員を増やし、傷病者受け⼊れ体制を強化する必

要性が浮上



これまでのNICの取り組み
2023-24シーズン
• 2023年7⽉にThredbo Medical Centerへ視察
• パトロール・医療者・救急隊が連携することで、地域医療 をサポート

• NIC Vanに加えて、救急⾞導⼊＋患者送迎⾞⼀台導⼊
• ドライバーの増員（フルタイム1名＋パートタイム3名）
• 国外からの医学⽣を受け⼊れ再開
• オーストラリア3名
• ドイツ1名

• 医師をパトロールに派遣、現場での迅速な治療を模索中
•ニセコウェルネスセンター(NWC)開業
• 理学療法、フィットネスを提供





2023-24 シーズン
診察件数 約7000件
前年⽐24％増、2019-20シーズン⽐ 41%増、保険診療件数は約80%増
インバウンド患者数はコロナ禍前の⽔準に戻った
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⽉毎の診察件数
2⽉＞1⽉＞12⽉の順で多い
インバウンドは1⽉が最多



2023-24シーズン
• NIC x スキーパトロールの連携がより強化された
• 迅速な患者搬送に繋がり、患者から感謝されることが多かった
• ゲレンデピックアップは234件＋α

• 外国⼈ 89% ＞⽇本⼈ 11%

• ひらふ 68%（169件）
• 花園 15%（34件）
• NV 12%（28件）
• アンヌプリ 1%  （3件）


